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研究助成 2024年度採択案件 14件

研究代表者名（所属機関）研究課題名分野

●伊與⽊ 健太（Planet Savers株式会社）ゼオライト圧⼒スイングによるCO2⾼濃度化Direct Air Captureシステムの開発
CO2分離回収 ●⾦崎 悠

（国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所）⼤気中CO2の直接回収に向けたイオン液体膜の開発

●⽵内 翔平（北海道三笠市）地下採炭跡地へのCO2固定化技術に関する研究開発CO2貯留

●川脇 徳久（学校法⼈東京理科⼤学）粒径1ナノメートル程度の銅クラスター触媒による常温常圧電解CO2還元による
メタノール製造

燃料・化学品
への転換

●Martin Keller
（国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所）

ケンブリッジ⼤学との国際共同研究
Closing the carbon cycle by using ammonia energy to produce 
olefins from CO2

野内 忠則（学校法⼈静岡理⼯科⼤学）内燃機関を利⽤したCO₂の燃料転換技術の開発
⼩松 秀徳（⼀般財団法⼈電⼒中央研究所）

Saint Maryʼs ⼤学他との国際共同研究低炭素化と出⽣数増加を同時促進するライフスタイル施策社会科学

●⻑川 遥輝（国⽴⼤学法⼈茨城⼤学）光改質反応による廃プラスチックの資源化
炭素資源等
の循環 久保 直嗣（AC Biode株式会社）【スタートアップ枠】

触媒を⽤いた廃プラスチックの解重合、有機廃棄物の⽔素等への分解に関する開発
笠原 ⻯四郎

（国⽴⼤学法⼈東海国⽴⼤学機構名古屋⼤学）砂糖モロコシ、砂糖ソルガム、砂糖アマモによる陸海両輪の砂糖⽣産

CO2吸収源
ニシハラ グレゴリーナオキ（国⽴⼤学法⼈⻑崎⼤学）次世代海藻養殖場における炭素固定メカニズムの解明と定量化
岡崎 伸（国⽴⼤学法⼈東京農⼯⼤学）

ボゴール農科⼤学他との国際共同研究炭鉱跡地再緑化のためのバイオ燃料植物栽培法

中島 徹（国⽴⼤学法⼈東京⼤学）持続的炭素循環を実現可能な伐採・植林の判断基準に資する森林DX管理
システムの開発

●丹賀 直美（合同会社アークス）⼤気中のCO2を利活⽤する次世代施設園芸システムの開発CO2直接利⽤
(農業分野)

●︓40歳以下の若⼿研究者 スタートアップ企業 国際共同研究2024年度採択テーマ 14件


